
ＫＯＡ株式会社　会社概要

　●本社所在地：　長野県伊那市伊那3672

　●創立：　1940年3月10日

　●資本金：　60億3300万円（東証・名証一部上場）

　●代表者：　代表取締役社長　向山孝一

　●従業員数：　1,047名（2007年4月現在）

　●事業内容：　各種電子部品の設計開発・製造・販売

ＫＯＡは、「循環」「調和」「有限」「豊かさ」を経営理念として、ＫＯＡは、「循環」「調和」「有限」「豊かさ」を経営理念として、

循環型地域社会のモデルづくりを目指しています。循環型地域社会のモデルづくりを目指しています。

本図は、諏訪湖から遠州灘までの天竜川水系の中で、

KOAが取り組む環境活動の枠組みを示しています。

おてんとうさま活動アニュアルレポート　2007年度版

　「おてんとうさま」活動の概要

KOAグループでは､KOAを支えてくれる人たち（お客様、お取引先様、株主様、社員・家族、地域社会、地球）との信頼関係

の構築を企業の使命と考え、地球環境との調和を図り、これを実践する「おてんとうさま」活動を展開しています。

「お天道様に堂々と胸を張って報告することができる活動をしよう」という想いを込めて、1997年から　「おてんとうさま」

（ISO14001 環境マネジメントシステム）作戦を展開しています。KOA及び国内グループ6社、海外グループ6社の全生産拠

点及び本社機能、 合計13社29サイトがISO14001の登録、ISO14001：2004年版への移行を完了し、活動しています。

2006年度は､ISO14001：2004年版を定着させ、KOAが影響を及ぼすことができる範囲を企業活動の全てに拡大していくこと

で、環境活動の強化を図りました。スタッフ部門で環境に調和した業務を実現する改善の仕組みを整え、生産・スタッフ部門

の全社員が環境改善活動を行っています。

さらに社員一人ひとりが環境のことを考えて行動できるように、全社員が携帯する行動規範・行動指針の中に地球、環境保

全の項目を設定し、社員の環境意識の強化を図っています。

●環境管理責任者：　取締役　深野香代子

●ISO14001認証番号：　JQA-EM0155　（1998年4月登録）

●内容問い合わせ先：　経営管理イニシアティブ

　　　　　　　　　　　　　　　　 総務センター環境グループ
　　　　　　　　　　　　　　　　【TEL :  0265-70-7176 （直通）】
　　　　　　　　　　　　　　　　【E-mail : gac-e＠koanet.co.jp】
　　　　　　　　　　　　　　　　【URL : http://www.koanet.co.jp】



　出発点

どうしたら地球と調和した生き方ができるのか。

　理念
ＫＯＡは信州伊那谷に生まれ、育まれてきた企業です。お百姓がお百姓として自らのふるさとで生きていけるようにとの願いで、

創立しました。

電子部品の製造に携わりながらも、土と水とおてんとうさまとのおつきあいのなかで学び、生きとし生けるものの一人として地球との

間に信頼関係を築いていきたいと考えます。

社員一人一人が自分たちをとりまく水系の命の循環に関心をもち、「おてんとうさま」（環境マネジメントシステム）を自己責任のもと

実践することで、わたしたちのふるさとに循環型社会のモデルを創造していきます。

　方針

一、ＫＯＡは、開発・製造・販売活動、製品及びサービスが環境に与える影響を的確にとらえ、「おてんとうさま」（環境マネジメント

　　 システム）を構築し、「おてんとうさま」の継続的改善及び環境汚染の予防を図る。

一、ＫＯＡの環境活動は、社会環境対応を「おてんとうさま」活動とし、製品環境対応を品質保証活動として展開する。

一、ＫＯＡの環境側面に適用可能な法規制、ＫＯＡが同意するその他の要求事項（お客様要求事項を含む）及び自主基準を順守し、

　　 環境マネジメントマニュアル･品質マニュアルを基に全社員が自然環境に配慮した行動をする。

一、本方針の理念に基づいて行動するため、環境に調和した業務や有限な資源の有効利用、環境負荷の少ない製品・工程、

　　 地球温暖化防止を追求し実現する環境改善活動を環境目的・目標の枠組みとして、毎年見直しをする。

一、環境内部監査を実施し、自主管理による「おてんとうさま」の維持向上に努める。

一、この環境方針は、ＫＯＡ及びＫＯＡグループにおいて、環境活動に携わる全ての人に周知し、環境意識の向上を図る。

　　　　　　　 　　 　　　　　　　平成１７年４月１日　　　　　　　　　　

　　　　　　 　　　　　　　　　　ＫＯＡ株式会社　社長　向山 孝一

製品環境の活動体制

KOAグループでは、製品への環境負荷物質含有を規制し、法規制及び

お客様の要求にお応えするために、引き合いから出荷までの製品環境

に対する管理体制を整え、品質保証イニシアティブ品質保証センターと

調達管理センターが対応しています。

ＫＯＡ環境方針　～おてんとうさま活動の基本方針～

KOAでは､システム監査に加えて、おてんとうさま活動の改善促進のため

に重要なプロセスと位置付け、内部環境監査の強化を図っています。

各事業所が内部環境監査員を核にセルフチェック機能を高め、おてんと

うさま活動を活発にしていくことを目的に、新任内部環境監査員を養成し、

総勢70名強の内部環境監査員としました。

将来的には、各部署1名以上の内部環境監査員を配置することを目指し､

引き続き増員を図ります。

また、内部環境監査員の力量を高めるための研修プログラムとして、ワー

クショップを中心とした研修、環境パトロールによる実地研修、そのフォロー

アップ研修と年間3回の研修を行い、研修の内容を生かしたより精度の高

い内部環境監査を実践できるように強化しました。今後とも力量、仕組み

両面からレベルアップを図ります。

おてんとうさま推進体制　～活動体制の強化～

社長：向山孝一

内部環境監査員

事務局：総務ｾﾝﾀｰ環境ｸﾞﾙｰﾌﾟ

　　［専門委員会］

○環境担当者委員会

　　KOAｸﾞﾙｰﾌﾟ環境委員会
《通称：Sunflower Committee》
　【委員】
KOA事業所責任者
KOAｸﾞﾙｰﾌﾟ会社環境管理責任者

　KOA
　9サイト
生産：7サイト
本社機能：2ｻｲﾄ
　・研究開発　

　・営業　

　国内KOAｸﾞﾙｰﾌﾟ
　6社 14サイト
鹿島興亜電工
興亜ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ：6ｻｲﾄ
箕輪興亜
東北ｴﾚｸﾄﾘｯｸ
多摩電気工業：3ｻｲﾄ
興亜化成：2ｻｲﾄ

　　海外KOAｸﾞﾙｰﾌﾟ
　　6社 6サイト
上海興亜電子元件
興和電子（太倉）
無錫興和電子陶瓷
高雄興亜
大興電工
KOA DENKO（MALAYSIA）

環境管理責任者
（担当取締役：深野香代子）

社会環境の活動体制

KOAグループ環境委員会の下部組織として､「エネルギー改善委員会」

（2001年度発足）を設置しています。

この委員会は、主にエネルギー改善事例の情報共有と展開を隔月で　　

行ってきましたが、省エネ改善のスピードアップを目的として、毎月異なる

事業所で開催することにしました。KOAグループのエネルギー担当者が

集まり、工程パトロールの強化や水平展開の迅速性を図り、各事業所の

抱える問題を集中的に解決することが大きな特徴です。約63t-CO2/年削

減の効果を上乗せし、様々な改善のタネを撒くことができました。

今後も知恵を結集し、地球温暖化防止目標の達成に向けて、さらなる努

力を続けてまいります。

内部環境監査のレベルアップを目指した改善

地球温暖化防止のスピードアップを目指した改善

○ｴﾈﾙｷﾞｰ改善委員会



◎：100％達成、○：70％以上達成、

△50％以上達成、×：50％未満の達成

ｴﾈﾙｷﾞｰ起源CO2排出量を
対前年度比、４％削減

Ⅴ

ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝのｸﾞﾘｰﾝ調達

体制構築

環境に配慮した製品・工程
の設計･改良実施

（VOC対策を1つ以上実施：
　2010年度に2005年度比、
　15％削減）

Ⅳ

ｾﾞﾛｴﾐｯｼｮﾝ総量原単位を

対前年度比、１％削減

環境事故ゼロ

：事故・環境影響（異常時・
特別作業時・定常時）の予
防改善を毎期1件以上達成

Ⅰ

特殊工程廃液排出量原単
位を対前年度比、１％削減

環境に調和した業務を目指
す改善を毎期１件以上達成
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KOAのﾏﾃﾘｱﾙﾌﾛｰ（物質循環）図と環境負荷毎の対策
　＜記載数値は、2006年度実績、（　）内の％は、2005年度比＞ 2006年度環境負荷状況

PRTR対象物質は、特殊工程で使
用する物質の削減などにより、総
量・生産数量原単位とも削減でき
ました。
2006年度から取組みを始めたVOC
は、洗浄工程のひとつで代替物質
への切り替えのメドがたち、2007年
度から大幅に削減できる予定です。

☆PRTR：「Pollutant Release and 
Transfer Register」の略
化学物質管理促進（PRTR）法で規
定され、自主的に削減する努力義
務があります。

☆VOC：「Volatile Organic Compounds」

揮発性有機化合物の略号です。

環境負荷状況　～KOAの環境負荷状況の前年度との比較～

おてんとうさま作戦（環境目的目標）の達成状況

ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量を削減した製造装置、
生産効率向上、ｽｸﾗｯﾌﾟﾚｽ製品開発
などの成果がありました。

2005年度に比べ増産があったもの
の、改善努力の積み重ねにより､
CO2を2％（271t-CO2）削減できまし
た。目標の3％には届かず、未達成
となりました。

△

ｴﾈﾙｷﾞｰ起源CO2排出量を　

対前年度比、３％削減
地球温暖化防止
（ｴﾈﾙｷﾞｰ起源CO2　
　排出量を2010年度
　に1990年度比6％
　削減）

Ⅴ

環境に調和した業務を目指し、ｽﾀｯ
ﾌ部門での業務改善や、業務の効
率化などの改善目標を設定し、継
続的に環境改善活動を進めていま
す。

○

環境に調和した業務を目指す
改善を毎期１件以上達成

生産方法の工夫により、特殊工程
廃液を生産数量原単位で25％削減
できました。

◎
②特殊工程廃液排出量原単位　

を対前年度比、１０％削減

ﾘﾃﾞｭｰｽ・ﾘﾕｰｽ活動の積み重ねによ
り廃液を除く排出物を生産数量原
単位で10％削減できました。

◎
①ｾﾞﾛｴﾐｯｼｮﾝ総量原単位を
　対前年度比、１％削減

環境事故を予防する改善を継続的
に行い、社外へ影響する事故、近
隣からのｸﾚｰﾑ、ゼロ件を維持しま
した。

◎

環境事故ゼロ：事故・環境影響

（異常時・特別作業時・定常時）

の予防改善を毎期1件以上達成

汚染の予防
（事故防止・
　ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ）Ⅰ

未達成の是正処置として､長期的に
目標を達成するプログラムに変更し
ました。

◎
②環境に配慮した製品・工程の

　設計･改良実施

◎

×

評価

③ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝのｸﾞﾘｰﾝ調達

　体制構築

①VOCを2005年度比、３％削減

2006年度目標値

環境負荷の少ない
製品･工程の実現

Ⅳ

調達先監査をさらに拡大し、ｸﾞﾘｰﾝ
調達体制の構築を進めています。

有限な資源の有効
活用

（３R活動による
　排出物削減）

Ⅲ

環境に調和した業務
の実現
（環境影響緩和、
　ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ)

Ⅱ

状況長期目標AC

PRTR　生産数量原単位推移
2001～2006（Kg/Mpcs）
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＜排出物リユース＞
ﾘﾕｰｽ量：66．2ｔ （22％増加）

【INPUT】：KOAの事業活動
　　　　　　　　 に投入される資源

　＜排出物リサイクル＞
ﾘｻｲｸﾙ量： 1,075ｔ　（6％ 削減）
ﾘｻｲｸﾙ量中PRTR対象物質量：20．1ｔ
（3％削減）

　　　＜製品＞
生産数量：18％増
製品含有PRTR対象物質量
　　：9．9t　（4％増加）

（生産数量原単位： 12％削減）

原油換算エネルギー使用量
　　　：　-63ｋL（0.6％削減）

　　・電気：96．2％（1％増加）

　　・重油：　2．3％（33％削減）

　　・LPG：　1．2％（12％削減）

　　・灯油：　0．3％（27％削減）

上水： 5％削減

　 ＜資源枯渇問題＞

購入原材料中のPRTR対象物質量

：37．7ｔ　（4％削減）

（生産数量原単位： 18％削減）

VOC購入量：35．0ｔ　（28％増加）

　 ＜化学物質問題＞

原油換算エネルギー使用量
　　　：　-63ｋL（0.6％削減）

　　・電気：96．2％（1％増加）

　　・重油：　2．3％（33％削減）

　　・LPG：　1．2％（12％削減）

　　・灯油：　0．3％（27％削減）

上水： 5％削減

　 ＜資源枯渇問題＞

購入原材料中のPRTR対象物質量

：37．7ｔ　（4％削減）

（生産数量原単位： 18％削減）

VOC購入量：35．0ｔ　（28％増加）

　 ＜化学物質問題＞

廃棄物量：　3．4ｔ　（30％増加）

廃棄物中PRTR対象物質量： 0．08ｔ
（74％増加）

　（生産数量原単位： 48％増加）

　 ＜廃棄物問題＞

ｴﾈﾙｷﾞｰ起源CO2排出量：
　14,593　t-CO2　（ 2％削減）

　 ＜地球温暖化問題＞

大気移動量中PRTR対象物質量：7．4ｔ
（10％削減）
（生産数量原単位： 23％削減）

VOC排出量：20．7ｔ　（ 1％削減）

　 ＜化学物質問題＞

廃棄物量：　3．4ｔ　（30％増加）

廃棄物中PRTR対象物質量： 0．08ｔ
（74％増加）

　（生産数量原単位： 48％増加）

　 ＜廃棄物問題＞

ｴﾈﾙｷﾞｰ起源CO2排出量：
　14,593　t-CO2　（ 2％削減）

　 ＜地球温暖化問題＞

大気移動量中PRTR対象物質量：7．4ｔ
（10％削減）
（生産数量原単位： 23％削減）

VOC排出量：20．7ｔ　（ 1％削減）

　 ＜化学物質問題＞

KOAの事業活動
抵抗器等電子部品の
設計・開発・製造・販売
　　　（2006実績）

◎環境事故 0件
◎ISO14001：2004年版
　に対応した体制の定着
◎環境に調和した業務
　の実現を目指す改善実施

　　（ｽﾀｯﾌ部門）

＜Ⅰ環境事故ゼロ＞　（Ⅰ～Ⅴは、環境目標の番号）

環境事故ゼロを維持する改善活動

＜Ⅱ環境に調和した業務の実現＞
あらゆる業務で環境への調和を目指す改善活動

＜Ⅲ有限な資源の有効活用＞
ﾘﾃﾞｭｰｽ・ﾘﾕｰｽを拡大し、排出物を削減する活動

＜Ⅳ環境負荷の少ない製品・工程＞
化学物質・エネルギー・排出物を
極小化する設計段階の改善活動

＜Ⅴ地球温暖化防止＞
ｴﾈﾙｷﾞｰ改善による地球温暖化防止活動

原
油
換
算
内
訳

【OUTPUT】：KOAの事業活動の　　　　　
　　　　　　　　　　　結果、排出される物質
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KOAでは環境に与える影響（環境負荷）の少ない製品の開発を行っ

ています。製品の設計段階から材料の選定・製造工程の見直しを行

い、できるだけ生産におけるムダを省いた製品設計を行っております。

ＰＳシリーズは大電流を検出するための面実装タイプの金属板低抵

抗器です。従来製品では製品の形状精度を確保するため、材料の切

断工程においてムダな廃棄材料が発生していました。新規開発製品

では従来製品とほぼ同じ特性・仕様で部品の形状・使用材料・工法を

工夫することにより、従来製品で発生していたムダな廃棄材料を削減

しました。

おてんとうさま作戦の成果　～５つの主体との信頼関係をより強く～

地域社会とのおつきあい　～地域とのコミュニケーションを大切にする～

排出物量・生産数量原単位推移

説明会の実施による地域社会とのコミュニケーション

KOA森林塾森とのおつきあい

地
域
社
会

企業活動に伴う環境負荷の低減「おてんとうさま」活動

ﾘｻｲｸﾙｼｽﾃﾑ研究会

(財)伊那谷地域社会ｼｽﾃﾑ研究所
生態系の一員としての
喜びと責務

農的生活土とのおつきあい

ﾘｻｲｸﾙｼｽﾃﾑ研究会

(財)伊那谷地域社会ｼｽﾃﾑ研究所水とのおつきあい

KOAｸﾞﾙｰﾌﾟ表彰と職人人づくり企
業

資

産

私たちの考える企業資産：地域社会とのおつきあい

KOAは、環境方針の理念にもあるとおり､お百姓

が田畑を守り、工業で生計を立てられるようにと

の想いを「農工一体」というビジョンとして掲げて

経営してきました。この創業の精神を現代の社員

も実体験し学ぶために、社員の手による稲作、り

んご・梨づくりを行っています。

毎年新入社員を中心として、春には田植え、りん

ご・梨の花粉付け、摘花、秋には稲刈りなどの農

作業が行われます。

りんご園では、お客様やKOA社員がオーナーと　

なっている他､収穫したりんごをお客様へのお土

産としたり､りんごジュースとして加工し､KOAに　

ご来社のお客様のおもてなしに使われています。

また、主力工場である匠の里では、工場敷地内

の畑で､ジャガイモやトウモロコシ、スイカなど様々

な野菜を育てて収穫を楽しんでいます。

毎年秋には､社員やその家族を招き、収穫祭を開

催し、農園で収穫したお米などをふるまっていま

す。

環境負荷の少ない製品・工程の実現地球温暖化防止 ：ｴﾈﾙｷﾞｰ起源CO2排出量の削減

農的生活で学ぶ「農工一体」のビジョン

　■土壌・地下水浄化工事　地域住民説明会

自主調査の結果、中央工場敷地内の地下水から

環境基準を数倍超過したテトラクロロエチレンを検

出したため、県・村役場と相談し、地下水を揚水浄

化処理する対策、及び土壌・地下水の掘削除去対

策を計画し、了承をいただきました。工事開始に　　

あたっては、地域住民の皆様をお招きして説明会　

を行った上で、浄化対策を進めております。

有限な資源の有効活用 ：排出物生産数量原単位の削減 コンプライアンス ：法規の順守状況

　社会環境法規・環境上の要求事項の違反：0件
2005年度からコンプライアンスを確実にするために､事務局の内部環境

監査員が全事業所の「順法監査」を実施しています。順法監査・外部審

査で環境法規違反は見つかっておりません。

　社外事故・環境クレーム・社内事故：0件
1997年におてんとうさまを構築して以来､継続して事故予防改善を続け

ています。2006年度は、社外へ影響する事故、環境クレームを昨年に

引き続き0件に維持することができ、社内事故も発生しませんでした。

　土壌状況確認　自主調査の継続
土壌汚染リスクを把握するために2006年度も土壌自主調査を継続し、

2007年度以降も引き続き優先順位をつけ、自主調査を実施します｡

自主調査を行った事業所のうち、中央工場敷地内で地下水の環境基

準超過が見つかり、土壌・地下水の浄化工事を開始しました。

　特殊工程廃液 ２５％削減、廃液を除く排出物 １０％削減
2004年度からﾘﾃﾞｭｰｽ（減量）、ﾘﾕｰｽ（再利用）活動による製品1個あたりの排

出物削減活動に目標を変更しました。特に特殊工程の廃液は､生産方法の工

夫により大幅に削減することができました。また、書類の電子化や梱包材のﾘ

ﾕｰｽ活動の積み重ね等により､廃液を除く排出物も削減できました。

ｴﾈﾙｷﾞｰ起源CO2排出量・生産数量原単位推移

　ｴﾈﾙｷﾞｰ起源CO2排出量を対前年度比 ２％削減
2005年度に、地球温暖化防止目標の見直しを行い、「エネルギー起源CO2

排出量を2010年度に、1990年度比6％削減する」を設定し、ユーティリティ

設備や生産設備の省エネ改善、高効率機器への更新、 重油・灯油から電

気へのエネルギー転換等の改善を行ってまいりました。

省エネ改善を継続的に進めてきた結果、2005年度まで増加傾向にあった

CO2排出量を、2006年度は減少に転ずることができました。引き続き、地球

温暖化防止活動を推進してまいります。

写真

花粉
つけ

・

稲刈り

■ＰＳ（Power Shunt)シリーズ『スクラップレス製品』の開発

従来製品　材料スクラップ率
約３０％

新規開発製品　材料スクラップ率
０％

新規開発製品における
材料のスクラップ率低減

製品イメージ写真



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


